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している、これが現実である」(同書, 239 頁) という表現には、「対比あり」の現実がよく表れている。 








ろうか。」(同書, 262–263 頁, 下線は引用者) と述べられている。また、「（一回のみの）実現」という考え方
にも、同様の考え方を読み取ることができる。次を参照。「つまり、それはある特定の時点でしか（その一
回しか）実現されず、しかもそのときには必ず実現されねばならない、という限定がなされているわけで
ある」(同書, 293 頁, 下線は引用者)。「一回だけ通るとは、B 関係（より前・同時・より後）と等置されう
る可能なA 変化〈未来⇒現在⇒過去〉を、現実の現在が一回だけ実現する、ということである」(同書, 294
頁, 下線は引用者)。さらに、「現実に今でなくなる（ように必ず見える）」(同書, 321 頁, 下線は引用者) こ












(8) こ こ で 比 喩 と し て 使 っ て い る 電 光 掲 示 板 の イ メ ー ジ に つ い て は 、
[http://philosophy-zoo.com/Movie-Irifuji-480.mov]を参照。 
(9) よくあるマクタガート解釈のように「A 系列は時間の動性を含むが、B 系列は静的である」とは考えず
に、時間の動性は（概念的に抽象的にではあるが）むしろB 系列に保存されていると永井は考える。これ
はとても重要な指摘である。たとえば、同書第 11 章 p. 203 では「時間的動性は概念的にはむしろ B 系列
に保存されており、A 系列が保存しているのはむしろ現在の端的性（なぜか現に与えられているこれとい
う性質）のほうである、ともいえる」と述べているし、同書第 14 章の p. 267 では「A 系列の本質であると
考えられている「現在（今）が動く」（出来事が未来・現在・過去と A 変化する）という考えは、むしろ
（通常はまさに動性の否定こそを本質とするとみなされている）B 系列の本質なのではないか」と述べて







(10) 青山拓央の教示による比喩。また青山の時間論と自由論については、青山拓央 (2016) を参照。 
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